
夏本番を迎え、いよいよ2005ジャパンカップも後半戦に突入!!　�
後半戦最初のステージを飾るのは、毎年7月に開催される七ヶ浜大会だ。�
今年もここでエリート・一般選手が一堂に会し、�
熱い戦いが繰り広げられる。�

七ヶ浜�
第4戦　7月10日（日）�



Swim×2
Bike×6
Run×3
Start/Finish

�
　夏の東北の熱い一戦

�

　7月10日（日）、NTTトライアスロンジャパンカ

ップ第4戦・2005ITUインターナショナルイベン

ト七ヶ浜大会が開催される。�

　今年で6回目を迎える七ヶ浜大会は、いまや

ジャパンカップになくてはならない大会へと成長

を遂げた。また、併催される一般大会にも毎年

多くのトライアスリートが集結し、このレースを心

待ちにしている選手も数多い。�

　ここは自然に育まれたアップダウンが特徴で、

バイク、ランともに脚力を要するコース設定とな

っており、スイム、バイク、ランそれぞれのペース

配分が勝敗のカギを握ることになりそうだ。�

�

�
　自信につながったレース

�

　昨年のレース内容は、十分手応えのあるもの

だった。�

　女子は、大松沙央里（アラコ）、上田藍（グリ

ーンタワー・稲毛ITC）、高木美里（湘南ベルマ

ーレ）らで形成されたバイクの第1集団から大松

が中盤抜け出し、そのまま独走態勢でランへ。七

ヶ浜のコースを得意とする大松は、2時間6分21

秒で一昨年に続く2連覇を達成。�

　続く男子は、平野司（関西大学）が和歌山に

続いて「勝つこと」にこだわった戦い方をし、後

続の高濱邦晃（日本食研）、ラウル・コルドバ（ESP）

の追走をものともしない力強い走りで、和歌山に

続くジャパンカップ2連勝を果たした。�

�

�
　経験と戦略がカギを握る

�

　七ヶ浜大会の大きな特徴であるアップダウン

は毎年選手らを苦しめる。バイクやランでのかけ

ひきが勝敗を大きく左右するため、結果は最後ま

で予測のつかないレースとなるだろう。�

　アテネ・オリンピック出場の西内洋行（福島県

協会）が今年から七ヶ浜をホームタウンにしてい

ることは、勝敗のゆくえを左右するだろうか。�

　自然を味方につけ、最後に微笑むのは誰なのか!?

　ジャパンカップ後半戦からもまだまだ目が離せ

ない。�

　またこの大会では、JTUジュニアスプリントトラ

イアスロンシリーズの第2戦が行われる。�

 Start エリート：男子11：20 女子12：10　�

  国際大会：8：40�

 距離 エリート／国際大会：51.5km�

  （スイム1.5km、バイク40km、ラン10km）�

 テレビ放映 東日本放送（2004年実績）�

 Web http://www4.ocn.ne.jp/̃k-toshyo/�

 問い合わせ 〒983-0013宮城県仙台市宮城野区中野字高松�

  片桐勝一様方　�

  TEL022-388-8431  FAX022-388-8432�

 特別協賛 �

  �

 女子 男子�

2000 中西真知子（NTT東日本） ジェイミー・ハント（NZL）�

2001 中西真知子（NTT東日本） 西内　洋行（チームテイケイ）�

2002 関根　明子（NTT東日本・NTT西日本） ブライス・カーク（AUS）�

2003 大松沙央里（日本女子体育大学） カートニー・アトキンソン（AUS）�

女子 1 大松沙央里（アラコ） 2:06:21�

  2 上田　　藍（グリーンタワー・稲毛ITC） 2:07:51�

  3 高木　美里（湘南ベルマーレ） 2:10:42�

男子 1 平野　　司（関西大学） 1:52:57�

  2 高濱　邦晃（日本食研） 1:53:56�

  3 ラウル・コルドバ（ESP） 1:54:23

2004Result

歴代チャンピオン�

自然を味方に�
つけるのは!?
ジャパンカップ屈指のテクニカルコース�
2005ITUインターナショナルイベント七ヶ浜大会�
2005ASTCトライアスロンアジアカップ�
2005JTUジュニアスプリントトライアスロンシリーズ第2戦�
第11回みやぎ国際トライアスロン�

NTTトライアスロンジャパンカップ第4戦　�
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